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ご自由にお持ち帰りください

北の峰病院
精神科・神経科

富良野市中御料2062番地
TEL：0167‐22‐2011

介護老人保健施設博寿苑
入所・短期入所
通所リハビリテーション
赤平市平岸新光町2丁目4番地
TEL：0125‐37‐2001

平岸クリニック
精神科・神経科・心療内科・内科
リハビリテーション科・デイケア・ナイトケア
赤平市平岸新光町1丁目1番地
TEL：0125‐38‐8393

共同生活援助事業所グループホーム博友荘
入居による生活援助

赤平市平岸新光町4丁目34番地
TEL：0125‐37‐2077

平岸病院
精神科・神経科・内科
神経内科・歯科・訪問看護
赤平市平岸新光町2丁目1番地
TEL：0125‐38‐8331

医療法人社団博友会は5つの施設で社会貢献しています

もしも頭を打ったら… 高橋 克世 医師
医療法人社団博友会 平岸病院 神経科医長  



意識が低下し、ぼーっとしている、
うとうと寝てしまう

頭
を
打
っ
た
後
、

数
日
間
は
観
察
が
必
要
で
す

　

頭
を
打
っ
た
こ
と
が
原
因
で
頭
蓋

骨
の
内
側
に
出
血
す
る
頭
蓋
内
血
腫

は
、
命
に
関
わ
る
危
険
が
あ
り
、
場
合

いきいき
健康生活

　高齢者の転倒事故が増えています。頭部を打撲し頭蓋骨内に出血が起

きていても、症状が出るのが数ヵ月後だったり、本人が頭を打ったこと

を忘れていたりして、発見が遅れることがあります。頭を打ったら必ず

受診し、その後の経過を見ましょう。

軽度の頭部打撲でも
頭蓋骨内に出血することがあります

忘れた頃に症状が出る慢性硬膜下血腫

高橋 克世 医師
昭和20年　士別市生まれ
昭和46年　弘前大学医学部卒業
昭和46年　北海道大学医学部麻酔科入局
昭和49年　順天堂大学医学部神経内科入局
昭和51年　脳血管研究所美原記念病院勤務
昭和52年　平岸病院神経科勤務
平成 8 年　産業医
平成19年　精神保健指定医

医療法人社団博友会
平岸病院 神経科医長 

高
齢
者
は

1
カ
月
後
に
再
検
査
を

　

頭
を
打
っ
て
か
ら
数
カ
月
経
っ
て
症

状
が
出
る
慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
、
硬
膜

と
ク
モ
膜
と
の
間
に
数
週
間
、
数
ヵ
月

か
け
て
少
量
ず
つ
出
血
し
て
血
腫
が
で

き
た
状
態
で
す
。

　

特
に
お
酒
を
よ
く
飲
む
高
齢
者
に

多
い
の
で
す
が
、
酔
っ
て
い
る
と
頭

を
ぶ
つ
け
た
と
い
う
自
覚
が
な
い
た
め

に
、
症
状
が
出
て
も
認
知
症
と
間
違
わ

れ
て
、
血
腫
の
発
見
が
遅
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
腫
を
除
去
す
る

だ
け
で
完
治
す
る
こ
と
が
多
い
経
過
が

良
好
な
疾
患
で
す
が
、
脳
卒
中
や
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
の
鑑
別
診
断
も
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
っ
た
ら
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
頭
部
打
撲
後

の
初
診
時
検
査
で
異
常
が
な
く
て
も
、

1
ヵ
月
後
に
必
ず
再
検
査
す
る
こ
と
を

勧
め
て
い
ま
す
。

慢性硬膜下血腫のCT画像

頭蓋内出血や脳損傷がある場合の症状

次のような症状があったら、迷わず受診しましょう。

頭痛、吐き気や
嘔吐

物忘れ、元気がない、
集中できない

徐々に進む神経症状
（手足に力が入らない・しびれる、
言葉が出にくい・喋りづらい、
歩行時のふらつきなど）

けいれん発作、
ひきつけ

高齢になると筋力やバランス
感覚の低下で転倒しやすくな
ります

に
よ
っ
て
は
緊
急

手
術
を
含
む
適
切

な
治
療
が
必
要
で

す
。

　

内
出
血
は
、
頭

を
打
っ
て
す
ぐ
に

起
こ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
時

に
数
時
間
後
、
1

日
、
2
日
後
に
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
傷
直
後
の

C
T
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
異
常

が
な
く
て
も
、
そ
の
後
、
内
出
血
が
起

こ
ら
な
い
と
断
言
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

検
査
で
は
分
か
ら
な
い
脳
神
経
の
損
傷

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
頭
を
打
っ
た
後
の
数
日

は「
体
調
の
変
化
が
な
い
か
」

を
家
族
が
注
意
深
く
観
察
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

三日月状の硬膜下血腫が大
脳半球を圧迫しています

脳室が圧迫されています

もしも
頭を打ったら…



　

平
岸
病
院
と
北
の
峰
病
院
で
は
、
患

者
さ
ん
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
作
業

療
法
（O

ccupatio
nal Therapy

＝

O
T

）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
を
手
芸
・
木
工
・
陶
芸
・
農

耕
・
園
芸
な
ど
の
作
業
活
動
に
参
加
さ

せ
な
が
ら
、
社
会
適
応
性
の
向
上
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
精
神
科
領
域
の
治
療
法

で
、
作
業
療
法
士
が
行
い
ま
す
。

　

治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
医
師
・
看
護

師
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
作
業
療

法
士
な
ど
の
専
門
家
が
構
成
す
る
医
療

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
組
ま
れ
、
患
者
さ
ん

の
症
状
に
合
わ
せ
て
、
段
階
的
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　 OT
作業療法
精神科の

医
師
か
ら
の
精
神
科
作
業
療
法
指
示

作
業
療
法
士
に
よ
る
面
談
・
評
価

作
業
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定
表
を
作
成

作
業
療
法
の
実
施

経
過
記
録

社
会
適
応
能
力
の
再
確
立

作
業
療
法
士
と
は
？

　

専
門
学
校
や
短
大
・
大
学
で
、
作
業
療
法

士
に
必
要
な
医
学
的
知
識
や
専
門
知
識
・
技

術
を
学
び
、
病
院
や
施
設
で
臨
床
実
習
を

経
験
し
ま
す
。
卒
業
後
、
国
家
試
験
に
合

格
す
る
と
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
作
業
療
法
士

（O
ccupatio

nal Therapist

＝O
T

）
の

免
許
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

医
療
法
人
社
団
博
友
会
で
は
、

10
人
の
作
業
療
法
士
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

●
平
岸
病
院
／
作
業
療
法
士
7
人

　
　
　
　
　
　

助
手
2
人

●
北
の
峰
病
院
／
作
業
療
法
士
3
人

心
と
か
ら
だ
の
回
復
と
生
活
再
建
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

精
神
科
作
業
療
法
の
流
れ

作
業
療
法
の
一
環
と
し
て

毎
年
秋
に
実
施
さ
れ
て
い
る

リ
ン
ゴ
園
で
の
収
穫
作
業

　

砂
川
・
三
谷
果
樹
園
「
リ
ン
ゴ
の

森
」
に
は
平
岸
病
院
が
オ
ー
ナ
ー

に
な
っ
て
い
る
リ
ン
ゴ
の
木
が
20
本

あ
り
、
患
者
さ
ん
が
実
す
ぐ
り
や
袋

が
け
な
ど
の
手
入
れ
や
収
穫
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
リ
ン

ゴ
は
病
院
ロ
ビ
ー
で
販
売
。
近
隣
の

皆
さ
ん
が
列
を
作
っ
て
購
入
す
る
ほ

ど
の
人
気
で
す
。

作業療法では、目的を持って作業を行うことで、患
者さんの自立性・社会性を再構築します



博
友
会
だ
よ
り N

o
.3

発
行
／
医
療
法
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博
友
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光
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制
作
／
有
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会
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平
岸
病
院
1
階
に
あ
る
喫
茶
店
「
ラ
ウ
ン

ジ
虹
」
は
開
店
18
年
目
。
落
ち
着
く
雰
囲
気

と
椅
子
の
座
り
心
地
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
こ
に
座
っ
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る

と
、
心
が
静
か
に
な
り
頭
が
冴
え
ま
す
よ
」

と
谷
博
理
事
長
。

　

笑
顔
で
接
客
し
て
く
れ
る
の
は
、
佐
々
木

さ
ゆ
り
店
長
と
加
藤
江
梨
子
さ
ん
、
佐
藤
泰

子
さ
ん
。「
生
姜
焼
き
定
食
や
ハ
ン
バ
ー
グ

定
食
が
人
気
。
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
が
1
5
0

地
域
の
皆
様
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
喫
茶
店

「
ラ
ウ
ン
ジ
虹
」

平
岸
病
院

円
と
お
得
で
す
」。

　

無
休
で
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【営業時間】平日10:00 ～ラストオーダー 17:30
／土日祝10:00 ～ラストオーダー16:30
【メニュー】ホットコーヒー 300円・カフェオーレ
300円・生姜焼き定食550円･ハンバーグ定食550
円・和風きのこスパゲッティー 500円などのほか、
ケーキなどのティータイムメニューも豊富

入り口 入り口

ラウンジ虹

博友会物語②
地
域
の
診
療
所
か
ら

広
域
的
な
精
神
科
病
院
に

入
院
患
者
が
集
ま
ら
ず
苦
し
か
っ
た
黎
明
期

　

昭
和
28
年
か
ら
平
岸
診
療
所
の
院
長
を
務

め
て
い
た
板
垣
二
郎
医
師
が
、
昭
和
31
年
に

退
職
。
志
田
伝
医
師
を
院
長
に
迎
え
ま
す
。

病
床
数
は
増
え
『
平
岸
病
院
』
と
な
り
、
同

年
9
月
に
は
地
域
住
民
の
便
宜
を
図
る
た
め

に
富
良
野
診
療
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

内
科
医
の
志
田
院
長
は
内
科
診
療
を
行
い

な
が
ら
、
平
岸
小
・
中
学
校
の
校
医
を
引
き

受
け
る
な
ど
、
現
在
の
地
域
医
療
の
原
型
を

作
り
ま
す
。
精
神
科
を
担
当
す
る
医
師
は
、

主
に
札
幌
医
科
大
学
付
属
病
院
精
神
科
か
ら

の
短
期
派
遣
医
で
確
保
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
入
院
患
者
は
50
人
に
至
ら
ず
、

病
院
と
し
て
の
経
営
は
か
な
り
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
当
時
事
務
長
を
務
め
た
木
田
俊

雄
は
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
ま
す
が
、
精
神
障

害
者
の
増
加
を
背
景
に
昭
和
34
年
7
月
に
病

床
数
を
71
床
に
増
床
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
を

徐
々
に
整
え
て
い
き
ま
す
。

1
年
間
の
つ
も
り
で
平
岸
病
院
に
着
任

　

昭
和
36
年
4
月
に
、
札
幌
医
科
大
学
医
学

部
付
属
病
院
か
ら
五
十
嵐
邦
彦
医
師
が
派
遣

医
と
し
て
平
岸
病
院
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
北
海
道
で
10
番
以

内
に
開
設
さ
れ
た
歴
史
あ
る
精
神
科
病
院
と

し
て
の
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
道

東
・
道
北
の
精
神
科
ベ
ッ
ド
の
不
足
も
あ
っ

て
、
遠
隔
地
か
ら
患
者
収
容
の
要
請
が
後
を

絶
た
ず
、
病
棟
に
は
定
床
を
超
え
る
78
人
が

入
院
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

翌
年
、
五
十
嵐
医
師
の
後
任
と
し
て
着
任

し
た
の
が
、
31
歳
の
私
・
谷
博
で
し
た
。
札

幌
医
科
大
学
付
属
病
院
神
経
精
神
教
室
助
手

を
経
て
、
名
寄
市
立
病
院
の
派
遣
勤
務
を
終

え
た
ば
か
り
で
し
た
。
教
授
か
ら
任
命
さ
れ

た
派
遣
期
間
は
１
年
間
。
妻
子
を
伴
っ
て
着

任
し
ま
し
た
が
、
半
世
紀
近
く
も
こ
の
地
で

医
療
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
　
【
次
号
に
続
く
】

平岸病院
1階

医療法人社団博友会 理事長 谷 博


